
小６ 算数「円の面積」１ 組 番 氏名

次の問いに答えましょう。１ますは１㎝です。

（１）図１で，色をぬってある部分の面積を求めましょう。また，面積の求め方を説明し

ましょう。

（２）図２で，色をぬってある部分の面積を求めましょう。また，面積の求め方を説明し

ましょう。

【チャレンジ問題】

右の図で，半径４㎝の 円の中に正方形があ

ります。色をぬってある部分の面積を求めましょ

う。１ますは１㎝です。

図１ 図２
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【思・判・表】



小６ 算数「円の面積」１ 解答・解説

（１）図１で，色をぬってある部分の面積を求めましょう。また，面積の求め方を説明し

ましょう。
２（解答） ９１２㎝.

（説明）

【その１】

半径が４㎝の 円２つの面積の和は，１辺４㎝の正方形よりも色をぬってある部分

だけ面積が大きくなります。

色をぬってある部分の面積は，半径が４㎝の 円２つの面積から正方形の面積をひ

けば，求めることができるので，

（４×４×３１４÷４）×２－４×４＝２５１２－１６＝９１２. . .

【その２】

正方形に対角線をひいて，色をぬってある部分を半分にします。

色をぬってある部分の面積は，半径４㎝の 円から三角形（正方形の半分）をひい

て，２倍すれば求めることができるので，

２×｛ ４×４×３１４÷４）－４×４÷２｝＝２×（１２５６－８）＝９１２（ . . .

（２）図２で，色をぬってある部分の面積を求めましょう。また，面積の求め方を説明し

ましょう。
２（解答） ９１２㎝.

（説明）

半径が２㎝の半円の４つの面積の和（半径２㎝の円が２つぶんの面積）から，１辺が

４㎝の正方形の面積をひくと，色をぬってある部分の面積となるので，

４×（２×２×３１４÷２）－４×４＝４×６２８－１６＝９１２. . .

【チャレンジ問題解答】

半径４㎝ 円の面積から，正方形の面積をひ

けば，色をぬった部分の面積を求めることができ

ます。

正方形の対角線は４㎝なので，
２４×４×３１４÷４－４×４÷２＝４５６. . ㎝
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正方形の対角線の長さは，円の半径と同じ
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